





























































































































































に自分自身が「生 きることJの意味について感じたり 考えたりしたこ とを発表するこ
とができるようにする。











































































































































































える児童・生徒」の育成 → 「批判j力」 「推理力」
中学校3年生では「自主的・理論的に判断し行動することのできる生徒J →「社
会的判断力J
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2学習課題の確認 「今までの学習から 日本の安保理常任理事国入りの是非を問う
ーー－ -－ー 司ー司ー ーー ーー ’ー ーー ー ーー圃圃ーー司司ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー田，ーーーーーーーーーーーーーー晶画ーーー・・ー，ーーーーー
3学習課題の追究 自分の意見→学習班で意見交流→発表→思考の再構成

































( 1 ）時計回りと（ 2 ）反時計回りの順にたし算をしていきましょう。
(1) 123+345+567+781＝’ 
(2) 187+765+543+321＝吟 c1) I 1 I 2 I 3 I 
lsf><l41 
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評） (1) = (2）と
なる理由を考え理解す






































4 4 4 4 
③ 
よ＋_g_+_Q_＋±＋立
5 5 5 5 5 
④ 
よ＋_g＋立＋二主＋立＋立
6 6 6 6 6 6 
⑤ 
よ＋_g_+_Q_＋二主＋立＋＿§＿＋ヱ
7 7 7 7 7 7 7 
⑥ 
よ＋_g＋立＋±＋立＋立＋ヱ＋立
8 8 8 8 8 8 8 8 
⑦ 一
よ＋_g_+_Q_＋±＋立＋＿§＿＋ヱ＋..§...＋J!.
9 9 9 9 9 9 9 9 9 
③ 



















学習事項 学習活動 ｜教師の働きかけとねらい （集団）
1. I (I）問題に取り組む。 ｜①分数のたし算の練習をすること：（全）ω （個）
学習課題｜｜分数のたし算をしましょう。 ｜｜を伝え，意欲を持たせる。 ； ドリルのや
＋よ 1 ・・＋乏＝己 ｜｜・机間指導し，正しくできていな；り方を押さえ




2. I C2）どのように計算したかふり返るこ｜②答え合わせの後， どのように計：（全）
学習課題！とから，学習課題を設定する。 ｜算したかを問うことで，学習課題； 互いのつぶ
の設定 ｜ ・ずっと式通りに計算したよ。 ｜を導き活動の見通しを持つことが（やきなどから






























s. I C3）簡単な計算の仕方を考える。 1③自分の活動をふり返ったり，改「（個）い（全）
学習課題｜ア） 1になるようにたしていくといい。 ｜めて問題を見直したりすることで， l まず＼集団































































































次に， 「粒子モデルを使うと友だちの説明 ｜ ｜園理解しやすい 臼少し理解しやすい
が理解しやすいか」について 4件法で回答さ ｜図少し理解しにくい・理解しにくい



























たは「やや楽しみになったJと肯定的な回答 。、 20% 40% 60% 80% 100% 































































































































( 3 ）対象学年 中学校 3年生 8 0名
( 4 ）実践時期 平成 16年 7月中旬～ 9月








































































































































0学年：広島大学附属三原中学校 3年 8 0名
















































第 3次 作品を互いに鑑賞しよう…………… 1時間
O授業の実際
【第 1次 音楽から映像をイメージしよう】












【第 2次 学圏内を撮影し PCで編集しよう】












































































































































・チームで降均Lて作聴会2立てられましたか. C (.OJ 0 t>. l 

































よかった ｜ 特になにも思わない ｜ よくなかった
男子 I 1 2人 I 1 o人 ｜ O人


























































































































































接近 ｜ ポイントJを確認するD jo発聞を行う。 jo板書を行う。
2 学習課題の設I(2）学習課題を設定する。 ｜②学習課題を設定させ，本時の見通しを持たせ





求 ｜ ションをするo ｜ ポイント」を試すと共に，新たな観点（経済性・
（買い物シミュ！・1000円以内で弁当のお i 安全性・鮮度など）を見つけさせる口
0 板書を行う。
レー ション） かずゃなべ物の材料を410 売り手として子 10 売り手として子












・カニだんごは賞味期限が 0 発聞を行う。 I o板書を行う。
今日まで、で、安くなってい －特に考え方に違いのある班同士で考えを交流さ
たので買いました。 せ何を基準に品物を選ぶのかを明らかにさせる。





















































O学 年 ：広島大学附属三原中学校1年 A組（41名）
0実施時期 ：平成 16年 9月 17日（金曜日）


























第 1次 まとめの練習 1 (ALTとの対話練習） ・・・・・・ 1時間
第2次 Listening Plus 2・・・・・・・・・・・・・・・ 1時間


























平成 16年 9 月17日（金） 第3校時






言語材料として Couldyou tell me the way to～？ Turn (right or left ) at the traffic 






。計 画 ：第 l次 Speaking Plus 2 ・・・・・・・・・・・・ 1時間
第2次
O授業の概要
本時は教科書を用いたモデル対話を学習した後，身近な地図を用いて実際に練習し，積
コンビューターを利用した・・・・・・・・ 1時間
?
?
?
?
極的に会話ができるような発展学習を行った。教科書教材に興味を持ち， 日常生活（道案
内の場面）で用いられる表現を英語ではどう表現するのかを個人，グループで学習させた
後，机を利用し教室を一つの街にみたて，道案内をさせることやインターネットの掲示板
を利用し，他の生徒が行きたいところを知り，その情報を持っていれば道案内を英語で伝
えるなど擬似的なコミュニケーション活動を仕組むことができた。
⑦成果と課題
（ア）生徒の感想より
資料 l,2から ALTによるインタビューテストや音読指導に対して，生徒は前向きな意見
を持っており，聞くことや話すことに対する意欲や関心が高まっていることが分かった。
また，言語の使用状況を明確にし，発展的な自己表現学習の一環として実施したスキット
づくりは回を追うごとにスムーズに運ぶようになった。今後も日々の授業の中で「自己を
伝え」 「他者の意見を大切にするJ授業実践を行いながら，実践的なコミュニケーション
能力を育む授業を展開し生徒の英語力の向上をめざした指導を続けていきたい。
資料 1 生徒の感想より
eALTとのインタビューテストを受けて有効だと思った理由は何ですか0
．ネイティブの発音を真似することで英語がうまくなる。
－新鮮味がある 0
・将来外国の人と話す必要があるので聞くカをつけることができる 0
．本場の英語と接することができる。
－会話を評価してもらえる。会話が上達する 0
・英検の面接に役立つから。
－話すことに慣れるから。
－発音をなおしてくれるから 0
．発音がよくわかるから。
－英会話に興味があるから。
資料2 生徒の感想より
．スキットづくりについての感想を書いてください。
－話の内容を考えることが楽しい。
・会話が上達するから楽しい。
－発表することが好きである。
－緊張感が保てるから好きである。
－色々な話の展開を考えられるので好きである。
（イ）調査研究から
英語学習に対する生徒の実態を調査し，生徒の実態を考慮した様々な学習内容，学習形
態を考え，実施した。今後は，さらに新たな教材を開発し，評価方法を考えていく。
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